
ES-TX840/TX940_2nd

約1.5kg以下 約1.5kg
　～4.2kg

約1.5kg以下 約1.5kg
　～2.8kg

毛　布 掛けふとん

洗　濯洗　濯 洗 濯～乾 燥
乾 燥

洗 濯～乾 燥
乾 燥

素材
ポリエステル
　　　100％
羽毛

ポリエステル
　　　100％

サイズ

重さ

別
売
品

合成繊維100％
(アクリルなど)
綿100％

合成繊維100％
(アクリルなど)

中綿約1.8kg以下
羽毛約1.5kg以下

中綿約1kg以下

シングル シングル

約2.5畳以下

シングル
ダブル

シングル
ダブル

カーペット
カバー

約2kg以下

(裏にゴムなどが付いているもの
など)水を通さないものや、
カーペットは不可

洗 濯
洗 濯～乾 燥・乾 燥

マット類

大型毛布用
丸型ネット

洗濯
キャップ 不可

必要

※1
※1

※2 ※2

※1 ※1
※1

※1

※2 ※2 ※3

半分に さらに
3つ折り

■ 取り出しかた
キャップの奥を
押し下げてから

手前を引き上げ
て取り出す

大型毛布用丸型ネット

ファスナー

長手方向を6つ折りにしてから巻き込む。 槽に押し込む。

半分に S字型に

洗
濯
・
乾
燥
で
き
る
も
の

6つ折りにしてから巻き込む。 ネットに入れて槽に押し込む。

洗
濯
キ
ャ
ッ
プ
の
使
い
か
た

ネ
ッ
ト
の
使
い
か
た

バランサー
洗濯キャップを曲げながら
奥に入れる。
続いて手前も入れ、バラン
サーの下に押し込み、水平
にする。

洗濯キャップ

● 洗濯キャップは、毛布コース
以外で使わない。
 また、正しく入れる。(右図)
 【キャップが飛び出してけが
  をしたり本体破損の原因】

洗濯物を
はさんでいる

傾いている はずれかけ
ている

バランサー

洗濯
キャップ

高さ : 水面以下に

高さ : 水面以下に

毛布など大物を洗う

①

①

②

②

③

毛布コース または　　表示のあるもの乾燥洗濯 洗濯～乾燥

高さ長手方向 ここから上に
出さない

ここから上に
出さない

高さ

指定の洗濯キャップや大型毛布用丸型ネットを使わず運転して洗濯物や製品が傷んだ場合は、保証の対象外となります。

※1 シングル：150cm×210cm以下・ダブル：180cm×230cm以下
※2 洗濯キャップ、大型毛布用丸型ネットのどちらかをご使用ください。
※3 洗濯キャップや大型毛布用丸型ネットは、使用しないでください。

① ② ③

付
属
の
ハ
ン
ガ
ー
を
利
用
す
る

ページ｢ふろ水ホース・ハンガーホルダー｣に掛けられます。

衣
類
の
掛
け
か
た

収
納
の
し
か
た

■ ハンガーに掛けられないものや、掛けると型崩れするもの
　 パルセーターの上に置く。

■ シャツなど

■ ズボン ■ スカート

■ 長いもの

■ ABを連結させてシーツなどを掛ける

■ うわぐつや帽子

■ 体操服上下

襟をたてると
乾きやすい

ワンピースなどの
裾は、ハンガーBの
クリップではさむ

■ ABを連結させて
　 ワイシャツを掛ける

向かい合わせにする

M型にセットし、B(クリップ付き)を奥にしてAのフックで掛けると乾きやすい

上着はハンガーA、
ズボンはハンガーB
のクリップではさんで、
ABを連結させる

ポケットは
裏返すと
乾きやすい

ハンガーBのクリップではさむ

例

例

ハンガーAの穴に
ハンガーBのフック
を通して縦につなぐ。

連結フックは収納して
ください。(カチッと
鳴るまで押さえる)

ABを連結させ、
先ずAに掛ける

BのクリップではさんでM型にする Bを奥にしてAのフックで掛ける

乾きやすいように
クリップですき間を
開けるようにはさむ

ハンガーA(奥)

ハンガーA

ハンガーB

ハンガーB(手前)

ハンガーA(手前)

手前のハンガー(A)の
フックを掛ける

ハンガーB(奥)

パルセーター

ES-TX840/TX940_2nd

63, 64 ページ

別売の洗濯キャップか、大型毛布用丸型ネットを
必ずお使いください。

毛布やカーテンなどの大物を洗うときには、

【洗濯物が浮き上がって洗濯物や製品を傷める原因】

操作のしかた

1

● 粉末洗剤はあらかじめ、
ぬるま湯(約30℃・5L)で
よく溶かしてから、槽の
周辺部へ直接入れます。

● 洗濯量計量はありません。

洗濯物を入れて

液体洗剤を入れて
ふたを閉める

2

3

● 乾き残りがある場合は裏側に折り直し、
｢毛布コース / 乾かす｣で時間を選んで、
追加乾燥します。

● 乾燥量計量は
ありません。

｢低温乾燥3時間(表示 : ｢低温｣のみ点灯)｣
に設定されます。

(表示水量にしたがい)
2

洗濯物を取り出す

45, 63, 64 ページ

● 洗濯中は洗濯物が浮き上がりやすいので、十分に押し込んで
ください。(｢洗い｣の後半におこなうと 効果的)　　　　
一時停止 再スタート

自動的に水を
補給する

浮き上がっている部分の
空気を押し出す

お願い
● 洗える電気毛布でも、乾燥(｢洗～乾｣
｢乾かす｣)しない。

● 羽毛ふとんは、洗濯後に羽毛のにおいの
残るものがあるため、目立たない部分を
水につけて絞り、においがするものは
洗わない。
干すときは、羽毛の片寄りを直して形を
整えながら風通しのよい日陰で干す。

42ページ 41ページ● 槽クリーン　　　　　、ふろ水　　　　　、予約運転　　　　　が使えます。44ページ

● 乾燥時間は変更できます。

ふたを閉めて

の場合

または

● 運転時間を変更できます。

洗濯

洗濯～乾燥

洗濯～乾燥

乾燥

乾燥

終了
メロディー

運 転

① ② ③

毛
布
な
ど
大
物
を
洗
う

付
属
の
ハ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て

ハ
ン
ガ
ー
を
つ
な
ぐ

ハ
ン
ガ
ー
を
掛
け
る

付属のハンガーを利用する

運転する衣類を掛けたハンガーをセットしてふたを閉める

ハンガーBの連結フックをおこす 図のように、連結フックの接続部でハンガーAの上部の枠を
しっかりはさむ

● 本機には、普通タイプの｢ハンガーA｣と
クリップタイプの｢ハンガーB｣を付属しています。

● ｢ハンガー乾燥コース        　　｣と｢ハンガー
リフレッシュコース        　　｣で使えます。

● ハンガー掛け部 には1kg※2まで掛けられます。
　・1kgを超えるものは掛けないでください。
　 【ハンガーや本体が傷んだり故障する原因】
　・乾燥の場合は、脱水後の衣類が1kg※3まで。

● ハンガーA・Bは、単独で使う他 連結させて2本同時に使うこともできます。

※1 本書に記載の｢ハンガー｣は付属のハンガーをさす。
※2 ハンガーの重量は含まない。
※3 乾いた衣類で約0.6kgが目安。 ページ

ページ

ページ

ページ

● A・Bをつないで使うときは、あらかじめ連結させてから、ハンガーAのフックで掛けてください。

● ｢ハンガー乾燥コース｣と｢ハンガーリフレッシュ
　コース｣以外に、ハンガーを使なわい。
 【槽やパルセーターが回転し、ハンガー・本体・
衣類が傷んだり故障する原因】

ご注意
● 衣類の重みでふたが
　開きにくいときは、
　ふた開ボタンを押し
　ながらふたを持ち上
　げてください。

お願い● ふたを支えながら掛けてください。
　衣類の重みで閉まる場合があります。

ハンガー※1の使いかた

ハンガーA

ハンガーB

ハンガー掛け部

ハンガーA
のフック

連結フック ハンガーB
ハンガーB

ハンガーA

ハンガーA

裏表紙




